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１．会社概要 

当社は、1985 年に(有)プランニング生駒にてダイカスト製品の設計、金

型設計を-主な業務としてスタートした会社です。1993 年８月に「有限会

社ウイング」と社名も改めダイカスト製品販売、製品設計を主力に再スタ

ートいたしました。 

  ２０１９年６月より新社屋で業務開始しましたが、本年２月頃からの 

  新型コロナウイルスの影響で受注減となっている。 

  コロナも最近では減少傾向がみられ、今年度に業務の回復することを期待

し活動を続けます。 

 

２．組織の概要 

   ・社名               有限会社 ウイング 

   ・代表取締役会長      山内 博 

   ・代表取締役社長       貴田 裕司  

   ・環境経営責任者      木村 昭子 

   ・所在地              〒 536-0021 

                     大阪府大阪市城東区諏訪 3丁目 15－28 

   ・e-mail              wingwing@ac.auone-net.jp             

・資本金              600万円 

     ・従業員              10名 

   ・床面積              400平方メートル 

   ・事業規模         2022年度年商 4.2億円 

     ・EA21認証・登録日         2008年 8月 28日 № 2847 

３．事業内容 

・認証・登録範囲 ： 全組織・全活動 

「アルミダイカスト品、亜鉛並びに鉄鋼の開発設計及び制作・販売」 

・アルミダイカスト品、亜鉛ダイカスト品を主力商品とする。 

(１) ダイカスト製品の開発設計及び制作販売 

(２) ダイカスト金型設計及び金型制作販売 

(３）アルミ、亜鉛製品の試作加工一式 

(４）アルミ鋳物製品の制作販売 

・ ロストワックス製造法によるステンレス品、鋳鉄品の開発設計及び、

制作販売 
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４．組織図と責任及び権限 

 

 

 

 ４．２ 責任と権限 

(1) 会長 

    ① 環境経営に関する統括責任 

    ② 環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資 

源を準備 

(2) 社長 

① 環境経営方針の制定及び改訂 

②  環境経営レポートの承認 

③ 環境経営責任者の指名 

④ 環境経営目標の承認 

⑤ エコ２１ガイドライン全体の評価と見直しの実施 

(3) 専務取締役（環境経営責任者/EA21 事務局） 

① エコ２１ガイドラインの要求事項の確立と実施及び維持 

② 環境経営レポートの作成 

③ 社長にエコ２１ガイドラインの運用実績の報告 

    ④ 当社全体の環境経営目標及び環境実行計画の策定 

    ⑤ 内部、外部利害関係者からの環境に関する情報を社長への報告 

    ⑥  緊急事態発生時、全体の指揮 

     ⑦ 環境に係わる教育訓練の計画及び実施 

(4) 全従業員 

① 環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚 

② 決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営へ参加 

 

営業 技術 経理 業務 

社長 

専務取締役 

会長 

（環境経営責任者） 

４．１組織図 
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５． 企業理念 

１) 顧客に喜ばれる(望まれる)製品開発を行う。 

２) 自社開発による高レベルな製品設計企画を行う。 

３) 良品を生み出すもとになる時代の先端をいく金型設計と金型製作を行う。 

４) 製品制作については完全に自社管理を行い QC 管理の徹底した高品質な

商品を作り出す。 

５) 必要とされる客先があれば我々の技術を惜しみなく提供し、共存共栄の

思想を全うしていく。 

６) 日本国内での製品生産にこだわらず海外企業との協力の基により安価で 

安定した製品作りに努力する 

 

６．環境経営方針 

 

 

有限会社 ウイングは、アルミダイカスト品、亜鉛ダイカスト品及び鉄鋼品 

の製造メーカであり、その事業活動をとうして地球環境保全と汚染の予防 

の推進に努めます。 

当社は、以下の継続的改善を行います。 

１．天然資源の削減及び省エネルギーによる二酸化炭素排出量を削減する。 

２．廃棄物排出量の削減やリサイクルに努め、資源の有効活用を徹底する。 

３．水資源の節水を推進する。 

４．グリーン購入を促進する。 

５．事業活動に関与する環境関連法規の順守を徹底し、地域社会の負託 

に応える。 

  ６．環境配慮設計を提案する。 

環境経営や社内活動を実施して、全従業員に環境経営方針を周知するととも

に、社外に公開します。   

                     ２００７年 ８月 ２２日初版 

２０１８年 ６月   １日改定 

２０１９年 ６月  １日改定 

有限会社 ウイング 

代表取締役 貴田 裕司 

 

                      

 

 

 

 

 



 6 

 

 

7. 過去 3 年間の主要環境負荷の実績一覧表 

 

環境経営目標 2020 年度 2021 年度 

     

2022 年度 

二酸化炭素排出量の削減 

 (kg-CO2 ) 
17.862 18.990 18.461 

 

電力使用量の削減( kWh ) 注 1 27.685  30.245  31.765 

ガソリン使用量の削減(ℓ ) 455   263   0 

軽油使用量の削減(ℓ ) 2.028 2.638 2.009 

自動車燃料合計(ℓ ) 2.483 2.901 2.009 

水使用量の削減（ｍ3） 131 115 128 

環境配慮設計提案件数 (件)  注 2 3 3 3 

一般廃棄物の削減  (㎏) 264 254 237 

廃プラの削減(㎏) 950 822 830 

廃油の削減(L) 400 400 600 

 
(注 1) 関西電力の二酸化炭素調整後排出係数は 0.418kg－CO2/ kWh（関電 2017 年度

調整後排出係数） を用いた。今期にて 3 ヵ年計画が終わるので次回より係数

の変更を実施する。 

(注 2)  環境配慮設計とは、受諾した製品の設計にあたり軽量化や省エネルギー化の

視点から、既存品や既製品に改良を加えると等、設計段階から新提案を客に

提案・提示するもの。 

(注 3)  グリーン購入については目標値を設定せずに推進することとする。 
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８．環境経営目標と活動実績 

〔 2022 年 6 月～2023 年 5 月の活動実績は下表のとおり 〕 

 

環境経営目標 
2019 

【基準年】 

2022 

（2022.6～2023.5） 達成率  

注 2 

評

価 
目  標 実  績 

二酸化炭素排出量の削減( kg-CO2 ) 17,527 17,003 18,461 109 × 

 

電力使用量の削減( kWh ) 注 1 26,177 25,392 31,765 125 × 

ガソリン使用量の削減(ℓ ) 435 421 0 － 〇 

軽油使用量の削減(ℓ ) 2,161 2,096 2,009 96 〇 

自動車燃料合計(ℓ ) 2,597 2,519 2,009 80 〇 

水使用量の削減（ｍ3） 110 107 128 120 × 

環境配慮設計提案件数 (件) 3 3 3 100 〇 

一般廃棄物の削減  (㎏) 352 341 237 70 〇 

廃プラの削減(㎏) 1,117 1,084 830 77 〇 

廃油の削減(L) 400 400 600 150 × 

 

(注 1)関西電力の二酸化炭素調整後排出係数は 0.418kg－CO2/ kWh（関電 2017 年度調

整後排出係数） を用いた。 

(注 2)達成率は、(実績／目標値)×100％ で算出。 

 

 

９．環境経営活動の取組結果の評価   

（１）二酸化炭素排出量の削減 

     加工作業の増加とコロナ対策の換気処置の為、空調が効かず電力使用量

が増加したため、二酸化炭素排出量が増加した。改めて削減に努力する。 

（２）水の使用量は、手洗い、清掃の徹底の為、今年度も増加した。 

（３）運送業者への委託を行い自動車燃料削減に努めた。 
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１０.３年間の環境経営目標 

 

2022年度からの３か年計画は 2019年の実績値を基準として環境活動を行う。 

(注)  

1. 電力の二酸化炭素調整後排出係数は 0.418kg－CO2/ kWhを用いた。 

2．環境配慮設計とは、受諾した製品の設計にあたり軽量化や省エネルギー化の視点

から、既存品や既製品に改良を加えると等、設計段階から新提案を客に提案・提

示するもの。 提案件数は、年間３件以上を目標とする。 

環境経営目標 

2019 

 

（基準年） 

2022 年 

（基準年 

   －3％） 

2023 年 

（基準年 

   －4％） 

2024 年 

（基準年 

   －5％） 

二酸化炭素排出量の削減 

 (kg-CO2 ) 
17,527 17,003 16,826 16,651 

 

電力使用量の削減( kWh ) 注 1 26,177 25,392 25,130 24,868 

ガソリン使用量の削減(ℓ ) 435 421 418 413 

軽油使用量の削減(ℓ ) 2,161 2,096 2,075 2,053 

自動車燃料合計(ℓ ) 2,597 2,519 2,493 2,467 

水使用量の削減（ｍ3） 110 107 106 105 

環境配慮設計提案件数 (件)  注 2 3   3 3   3 

一般廃棄物の削減  (㎏) 352 341 338 334 

廃プラの削減 (㎏)  1,117 1,084 1,072 1,061 

廃油の削減 (L) 400 400 400 400 
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１１．環境経営目標の活動計画 

 2022 年以降も引き続き環境経営目標を達成するため、下記の活動を行う。 

環境側面 担当者 実施内容 

電力使用量の削減 木村 

昼休み及び不在室等の消灯を徹底する 

１時間以上不在時のパソコンの電源を切る 

（こまめに電源を切る） 

夏季の冷房運転は、エアコンの設定温度を 28℃ 

以上及び冬季の暖房運転は 20℃以下を目安とする 

空調機のフィルターを年２回清掃する(5、10 月) 

蛍光灯反射板を年２回の清掃する(５、１０月) 

ガソリン使用量の削減 藤山 

駐停車時のアイドリングストップ 

経済速度での運転（急発進、急加速、急ブレーキ） 

配達・収集は、合理的な走行ルートを選択する 

タイヤの空気圧、点検整備を徹底する 

軽油使用量の削減 藤山 

駐停車時のアイドリングストップ 

経済速度での運転（急発進、急加速、急ブレーキ） 

配達・収集は、合理的な走行ルートを選択する（運

行計画） 

タイヤの空気圧、点検整備を徹底する 

過積載の禁止、不要なものを車輌に積み込まない 

水使用量の削減 吉崎 

手洗い等で、水を出しっぱなししない 

必要以上に勢いよく出さない 

最大出量の調整（元栓の調整 

トイレタンクへのペットボトルの設置 

洗車はひかえ、ふき取りで汚れを落とす 

漏水の点検を毎月実施する。 

 

一般廃棄物の削減 吉崎 

分別の徹底 

両面印刷及び両面コピーを徹底する 

可能な限り、電子メールを利用する        

産業廃棄物の削減 
藤山 

吉崎 

分別廃棄の徹底 

マニフェスト管理（マニフェスト交付等状況報告書） 

作業ミスによる廃棄量の削減 

パレット、緩衝材の返却 

顧客への環境配慮設計

に対する提案件数 

 

山内 

従来品、新製品の部品について小型化、軽量化など

の環境に配慮する提案を積極的に行う 
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１２．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

  当社が順守しなければならない環境関連法規制等は下表のとおりです。 

         順守評価日：2023.7.1 

法規制等の名称 区分 要求事項 当社概要 環境側面 

適

用 

順

守 

有

無 

評

価 

廃棄物の処理及

び清掃に関する

法律 

法律 

・事業者の産廃の処理責任 一廃廃棄物   

有 〇 

   産廃の処理基準 廃プラスチック   

   産廃の保管基準  廃油 廃棄物の排出 

   産廃業者との委託基準 水銀電池   

   産廃管理表制度 蛍光灯   

廃棄物管理表交付報告書の提出 水銀体温計   

・水銀使用製品が廃棄物となったもの処理     

・処理業者の認定     

大阪市廃棄物の

処理及び清掃に

関する条例 

条例 

一廃廃棄物の減量及び適正処理 一廃廃棄物   

有 〇 
      

大阪府生活環境

の保全等に関す

る条例 

 

※騒音規制法及

び振動規制法の

対象施設無し 

条例 

空気圧縮機： 空気圧縮機  

有 〇 

定格出力 3.7ＫＷ以上 3.7ｋｗ 1 台  

定格出力 5.5ＫＷ以上 5.5ｋｗ 1 台   

集塵機 集塵機 騒音の発生 

大阪市への施設設置届 3.7ｋｗ 1 台   

  1.5ｋｗ 1 台   

     

フロン排出抑制

法 
法律 

第１種特定製品について 
エアコン・業務用 7

台 
地球温暖化 

有 〇 
管理者の責務 定格出力 7.5kw未満 NOx・PM 排出 

・判断基準による簡易点検     

・修理、廃棄時は指定業者     

・ﾌﾛﾝ漏洩時、国への報告     

自動車 NOx・PM法 法律 

低公害車使用の促進 ガソリン車 0 台   

有 〇 
（NOx・PMの特定地域の総量削減） 軽油車 2 台  

車種規制及び首都圏、   軽油の使用 

近畿圏、愛知・三重の車種規制     

自動車リサイク

ル法 
法律 

不法投棄の禁止 ガソリン車 0 台   
有 〇 

使用済自動車からのシュレッダダストの低減 軽油車 2 台 廃棄物の 

家電リサイクル

法 
法律 

エアコン、テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、 
エアコン・家庭用 1

台 
排出 

有 〇 
洗濯機の廃棄は小売店又は行政（ﾘｻｲｸ券） 冷蔵庫１台 資源の 

  テレビ３台 有効利用 

小型家電リサイ

クル法 
法律 

政令第 45 条の使用済小型電子機器等 電話、ＦＡＸ他   
有 〇 

      

 

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘及び訴訟は過去

3 年間にわたってありません。 
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１３．社長による全体評価と見直しの結果・指示 

 

   エコアクション 21 の活動を始めて 15 年以上がたち、2019 より新社屋で

の業務を開始いたしました。今後も環境経営を引き続き全員参加で活動

を行います。 

 

   生産量は前年の 94％である。環境経営目標の状況は、加工作業の増加に

伴い電力使用量が増えている。電気工具を使う作業も増えた為、換気し

ながら空調機を稼働する為と思われます。 

各人は節水を心がけているが、手洗いや水回りの清掃も増え前年度に引き

続き増加しました。 

 

   エコアクションの活動は、環境経営目標を達成させることも当然である 

が、我々の活動が地球環境に少しでも役に立てているという思いで仕事 

を行います。次年度において環境経営方針、環境経営目標及び実施体制 

の変更はせずに推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


